
02

個
人
住
民
税(

市
・
県
民
税)

は
、
地
域

社
会
の
運
営
に
か
か
る
費
用
を
、
そ
こ
に

住
む
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
負
担
能
力
に
応
じ
て
広
く
分
担
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
国
の
法
律
改
正
で
は
、
こ
の
個

人
住
民
税
や
所
得
税
の
控
除
や
定
率
減
税

に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
子
・
高
齢
社
会
が
急
速
に
進
み
、
医

療
や
福
祉
分
野
な
ど
の
費
用
が
増
大
す
る

な
か
、
税
制
度
に
つ
い
て
も
社
会
の
変
化

に
対
応
し
た
見
直
し
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
若
い
世
代
に
過
剰
な
負
担
を
か
け

た
り
、
将
来
の
世
代
に
ま
で
負
担
を
強
い

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、
高
齢
者
の
経

済
的
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
年
齢
だ

け
を
基
準
に
一
律
に
高
齢
者
の
税
負
担
を

軽
減
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
た
と

え
同
じ
収
入
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
若
い

人
と
高
齢
者
と
で
は
税
金
に
大
き
な
差
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
口
に
「
高
齢
者
」
と
言
っ
て

も
、
人
に
よ
っ
て
経
済
状
況
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
年
齢
だ
け
を
基
準
に
し
て
、
画
一

的
に
取
り
扱
う
こ
と
は
、
高
齢
者
間
の
不

公
平
も
生
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
世
代
間
お
よ
び
高
齢
者
間
に

お
け
る
税
負
担
の
公
平
を
は
か
る
た
め
、

低
所
得
者
へ
の
適
切
な
配
慮
を
行
い
つ

つ
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
も
経
済
力
に

応
じ
た
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
妻
の
均
等
割
、
定
率
減
税
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
制
度
改
正
は
、
平
成
十
七
年
一
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
所
得
に
つ
い
て
課
税

す
る
「
平
成
十
八
年
度
市
・
県
民
税
」
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

×税率

収
　
　
入

所
　
得

課
税
所
得

所得控除

必要経費
など

＝税額（所得割）

市民税・県民税の「所得
割額」は、収入から必要
経費や所得控除を差し引
いた課税所得に税率をか
けて算出されます。受け
られる控除を申告すれ
ば、その分、税の負担が
少なくなります。

給与所得者のかたは給与所得控除、
公的年金等を受けているかたは公的
年金等控除を含みます。

配偶者控除や扶養控除
などがあります。

18
年
度
か
ら

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

と
も
に
支
え
る
税
制
度
へ

世
代
間
、
世
代
内
の

不
公
平
を
解
消

市
・
県
民
税
の
制
度

が
変
わ
り
ま
す

●
65
歳
以
上
の
か
た
の
税
金

●
妻
の
税
金

●
定
率
減
税
の
縮
減

同じ収入でも違う税額
(年収260万円、扶養人数１人の場合)

こ
れ
ま
で
よ
り
、

公
平
に
な
る
ん

だ
ね



65
歳
以
上
の
か
た
の
、
公
的
年
金
の
所

得
の
計
算
方
法
が
、
下
表
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
最
低
140
万
円
の

控
除
が
あ
り
ま
し
た
が
、
120
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

公
的
年
金
の

控
除
が
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す

公
的
年
金
の
収
入
が
300
万
円
の
場
合
の
所
得
金

額
は
？

17
年
度
▼
300
万
円
×
0.75
ー
75
万
円
＝
150
万
円

18
年
度
▼
300
万
円
ー
120
万
円
　
　
＝
180
万
円

18
年
度
か
ら
は
、
所
得
金
額
が
30
万
円
高
い
180

万
円
と
し
て
税
金
が
算
定
さ
れ
ま
す
。
所
得
金

額
が
上
が
っ
た
分
、
税
額
が
上
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

高
齢
者
の
控
除
な
ど
が
、
来
年
か
ら

大
き
く
変
わ
る
ん
で
す
。

例
え
ば
、
65
歳
以
上
で
公
的
年
金
の

収
入
が
250
〜
350
万
円
く
ら
い

の
か
た
だ
と
、
年
間
で
４
万

円
前
後
、
市
・
県
民
税
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

１

老
年
者
控
除
を
廃
止
し
ま
す●65歳以上のかたの18年度市・県民税額のめやす

65
歳
以
上
で
合
計
所
得
金
額
１
千
万
円
以
下
の
か
た

が
受
け
て
い
た
、
老
年
者
控
除
が
な
く
な
り
ま
す
。

市
県
民
税
▼
48
万
円

所
得
税
▼
50
万
円

老
年
者
非
課
税
制
度
を

段
階
的
に
廃
止
し
ま
す

現　行

２３

改正後

18
年
度
か
ら
廃
止

■
控
除
額

こ
れ
ま
で
65
歳
以
上
で
所
得
が
125
万
円
以

下
の
か
た
は
非
課
税
で
し
た
が
、
18
年
度
か

ら
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
19
年
度
ま
で
は
経
過
措
置
を
設

け
、
段
階
的
に
課
税
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上

の
か
た(

昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ

た
か
た)

内
容
／
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
125
万
円
以

下
の
場
合
、
算
出
さ
れ
る
税
額
が
次
の
よ
う
に

減
額
さ
れ
ま
す
。

18
年
度
▼
税
額
の
３
分
の
２
を
減
額

19
年
度
▼
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額

20
年
度
以
降
▼
全
額
課
税

今回の改正で、市・県民税
額は右のように変わります。
基礎控除、扶養控除、平均

的な社会保険料控除を加味し
た概算です。

65
歳
以
上
の
人

の
税
金
が
増
え

る
っ
て
本
当
？

例
え
ば

■
経
過
措
置

※
障
害
者
、
寡
婦
、
寡
夫
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

か
た
は
、
所
得
が
125
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
申
告

を
す
る
こ
と
で
引
き
続
き
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

★…老年者非課税制度の
経過措置により、３
分の２減額されてい
ます

65
歳
以
上
の
制
度
改
正
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妻
の
均
等
割
額

を
引
き
上
げ

「
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計

を
と
も
に
し
、
夫
と
同
じ
市
町
村
内
に
住

ん
で
い
る
妻
」
に
適
用
さ
れ
て
い
た
均
等

割
の
非
課
税
制
度
が
な
く
な
り
ま
す
。

17
年
度
は
経
過
措
置
に
よ
り
、
２
分
の

１
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
18
年
度

か
ら
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。

定率減税が縮減されます

４

５

■
課
税
額

これまで、所得割額の15㌫が一律に減額さ
れていましたが、18年度から減税額が半減し
ます。
市・県民税は平成18年６月徴収分から、所

得税は平成18年１月からです。

市民税課個人市民税担当tel(８６６)２０５５
河辺市民センター税務班tel(８８２)５１７４
雄和市民センター税務班tel(８８６)５５４０

ホームページ「市税に関するＱ＆Ａ」もご覧ください
http://www.city.akita.akita.jp/city/fn/pt/default.htm

その他の制度改正

17
年
度
▼
２
千
円
…
２
分
の
１
減
額

(

市
民
税
千
500
円
＋
県
民
税
500
円)

18
年
度
以
降
▼
４
千
円
…
全
額
課
税

(

市
民
税
３
千
円
＋
県
民
税
千
円)

＊
平
成
18
年
度
申
告
の
受
付
日
程
や
会
場
な
ど
に

つ
い
て
は
、
広
報
あ
き
た
２
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
所
得
金
額
が
一
定
の
金
額
以
下(

秋
田

市
の
場
合
、
パ
ー
ト
収
入
で
96
万
５
千
円

以
下)

の
場
合
は
、
引
き
続
き
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

●
医
療
費
控
除
…
自
分
や
自
分
と
生
計
を
一

緒
に
す
る
親
族
の
た
め
に
医
療
費
を
支
払

っ
た
場
合

●
社
会
保
険
料
控
除
…
自
分
や
自
分
と
生
計

を
一
緒
に
す
る
親
族
の
た
め
に
、
国
民
健

康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保

険
料
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合

●
生
命
保
険
料
控
除
…
自
分
や
自
分
と
生
計

を
一
緒
に
す
る
親
族
を
受
取
人
と
す
る
、

一
般
の
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
た
場
合

●
ほ
か
に
も
、
障
害
者
控
除
、
寡
婦
・
寡
夫

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
が

あ
り
ま
す

市民税の税額は「均等割」
と「所得割(２ページ下の図
参照)」の合計で決まります。
「均等割」は、一定の金額
以上の所得があるかたに一
律に負担していただくもの
です。均等割額(年額)は全国
の市町村で同じで、市民税
3,000円、県民税1,000円で
す。

均等割って？

扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費

控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料
控

除
な
ど
を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
・

県
民
税
が
減
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

控除を使って
賢く申告しましょう！

控
除
を
受
け
る
場
合
、
申
告
す
る
と
き
に

必
要
に
な
る
の
で
、
保
険
料
や
医
療
費
な
ど

の
領
収
書
は
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



問い合わせ
秋田南税務署tel(８３３)５２６４
秋田北税務署tel(８４５)１７５３

税務署では、個人事業者のかたを対象に、決算
の説明会を開催します。
平成16年４月から、消費税法が大幅に改正され

ています。「事業者免税点の引き下げ」「簡易課税
制度の適用上限の引き下げ」など、多くの事業者
のかたに関係することから、決算説明会でも消費
税法の基本的事項と改正点を説明します。
個人事業者のかたであれば、どなたでも出席で

きますので、ふるってご参加ください。

12月 ５日(月) 13：30～　河辺雄和商工会館本所
６日(火) 13：30～　河辺雄和商工会館雄和支所
７日(水) 10：00～

13：30～
９日(金) 10：00～

13：30～
15日(木) 10：00～

13：30～
16日(金) 10：00～

13：30～

秋田テルサ５階

日　時 会　場

12月 ６日(火) 10：00～　JA新あきた河辺支店

９日(金) 10：00～

１月 ６日(金) 13：30～　JA新あきた雄和支店

日　時 会　場

12月 ５日(月) 14：00～　JA新あきた追分支店生活センター
14：00～　JA新あきた雄和支店

６日(火) 14：00～ JA新あきた北支店
14：00～　JA新あきた河辺支店

７日(水) 10：00～　JA新あきた西支店
14：00～　JA新あきた四ツ小屋支店

８日(木) 10：00～ 東部公民館
14：00～　太平地域センター

９日(金) 14：00～

日　時 会　場●事業(農業を除く)所得者の
決算説明会

▼青色申告のかた

個人事業者のかたへ

税務署で決算説明会 いずれも２時間程度の同一内容の説明会です。
都合の良い日時においでください。

▼白色申告のかた

●農業所得者の決算説明会

文化会館５階

セリオン２階
イベントホール

中央シルバーエリアコミュ
ニティセンター(御所野)

中央シルバーエリアコミュ
ニティセンター(御所野)

＊15日(木)は、秋田北税務署管内の青色申告者が対象です

土日、祝日、年末に納税窓口を開設
12月17日(土)から30日(金)までの土曜日、日曜日、祝

日、年末も市税の納付窓口を開設します。
納税課で、市県民税、固定資産税、軽自動車税など

の納付を受け付けるほか、納税相談にも応じますので、
どうぞご利用ください。

12月17日(土)・18日(日)・23日(金)・
24日(土)・25日(日)・29日(木)・30日(金)

午前８時30分～午後５時15分

今月納期の
市税

固定資産税第３期
国民健康保険税第６期

納期限は１月４日(水)です。納期内に納付
しましょう。
12月は「市税完納強調月間」です。納期限

の経過した市税があるかたは、12月中に納付
するようお願いします。
市税の納付には、簡単、便利な口座振替を

ご利用ください。

市県民税・固定資産税・軽自動車税は…
納税課tel(866)2059

国民健康保険税は…国保年金課tel(866)2189

問い合わせ

開設日

開設時間

休日でも納付できます！

完納で我が家も市政のサポーター
◆12月は市税完納強調月間◆

問い合わせ 納税課tel(866)2058

こ
の
機
会
に

納
め
る
ゼ
イ
！

▼
▼
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